
軟弱野菜種子の催芽温度と催芽法

［要約］塑避茎のうちチンケンサイ、ベんり菜は高温期でも発芽揃いが良いので
僅菱の必要がない。ねぎは２０℃前後、サラダナは１５～１７．５℃、しゅんぎくは
１５～２０℃、ほうれんそうは１０～２０℃で型と塵聖上_ヒエを使ったf蟹を行う。
トレイに播種し、覆土、潅水を行って出芽を穂認するまで所定の温度で催芽し、その
後ハウスで育苗する。
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[背景・ねらい］

軟弱野菜は、都市近郊園芸に欠かせない品目であり、近年は京阪神地域への遠距離輸
送も定着して、生産の拡大及び生産の省力化が望まれている。また、雨よけ施設及び自
動潅水施設の整備が進み、セル成型苗（以下セル苗）の利用による移植栽培が可能な条
件が整ってきている。軟弱野菜の中には、高温期に発芽率の低下や発芽の不揃いが問題
となる品目があり、セル苗を移植する新システムを薙立するため、特に発芽の揃いの悪
い高温期でも均一な苗を生産できる軟弱野菜種子の発芽温度及び催芽法を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①品目により、発芽に適する温度や発芽期間が異なり、播種後の催芽処理が必要な品目
も認められる。

②高温期でも発芽の揃いの良いチンゲンサイ、ベんり菜は夏期のトレイ催芽は必要ない
（表１）。

③ねぎは発芽の揃いまでに多くの日数を要するが、２０～２２．５℃でトレイによる催
芽を行うことにより、約７日で８０％の種子が発芽する。（表２）。
④高温で発芽が不良なサラダナは１５～１７．５℃でトレイによる催芽を行うと５～７
日で９０％前後が発芽し高温期も良く発芽が揃う（表２）。
⑤高温期に発芽が揃わず、発芽率も低いしゅんぎく、ほうれんそうは低温でトレイによ
る催芽を行い、発芽揃いから生育初期まで寒冷紗を被覆したハウス内で育苗すると夏期
に発芽率が向上する（表２，３）。

⑥トレイによる催芽は、トレイに播種し、覆土、漁水後冷蔵庫に入れて行い、出芽が始
まったら、すぐにハウスで育苗を行う（表３）。

［成果の活用面・留意点］

①軟弱野菜のセル成型苗を種苗センター、共同育苗施設、農家で育苗する場合に、播種、
トレイ催芽等各作業の条件を決める場合に利用する。

②トレイ催芽を行う場合には、冷蔵庫からの出庫が遅れると徒長するため、出庫時期に
留意する。
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[具体的データ］
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②トレイ催芽：セル成型トレイに播種し、冷蔵庫等で出芽を揃える

[その他］

研究課題名：作付体系の改善

予算区分：経常、受託（民間）

研究期間：平成４年度（平成１～４年）

研究担当者：山本幸彦、月時和隆、柴戸靖志、豆塚茂実

発表論文等：福岡農総試研報Ｂ－１０
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